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平成30年２月28日
（前年同月比較）

（住民基本台帳）

広
報

く
ま

の
は

１
部

23円
で

印
刷

し
て

い
ま

す
。

　
http://www.town.kumano.hiroshima.jp

Email:kanko@
town.kumano.hiroshima.jp

HP

　人口：24,134人 （－237）
　　男：11,679人 （－119）
　　女：12,455人 （－118）
世帯数：10,583世帯 （ －1）

｢広報くまの｣は再生紙と、認定を受けた環境に
やさしい環境対応型インキを使用して印刷されています。

熊
野
中
学
校　

２
年

小
鳥
田　

有
紗
さ
ん

防
災
無
線
放
送
再
生
ダ
イ
ヤ
ル

（
放
送
終
了
後
2
4
時
間
で
自
動
消
去
）

08
2－
82
0－
56
40

切
り

取
っ

て
、

電
話

機
な

ど
に

貼
っ

て
お

使
い

下
さ

い
。

【
評
】
こ
の
作
品
は
、
エ
ビ
フ

ラ
イ
、
ア
ジ
フ
ラ
イ
や
ハ
ン

バ
ー
グ
を
紙
粘
土
で
制
作
し
た

彫
刻
作
品
で
す
。
パ
ン
粉
や
エ

ビ
や
ア
ジ
の
し
っ
ぽ
の
細
か
い

表
現
や
レ
タ
ス
の
薄
い
質
感

を
表
現
し
よ
う
と
形
や
色
彩

を
よ
く
工
夫
を
し
て
い
る
完

成
度
の
高
い
作
品
で
す
。

▲

　

熊
野
中
学
校　

２
年　

山
﨑　

日
向　

さ
ん

▲

　

熊
野
中
学
校　

１
年　

永
谷　

健
人　

さ
ん

【
評
】
筆
の
弾
力
を
上
手
に
使

い
、
行
書
ら
し
い　

や
わ
ら

か
い
線
で
書
け
て
い
ま
す
。

ま
た
力
を
抜
き
な
が
ら
、
次

の
画
に
つ
な
が
る
よ
う
意
識

し
て
丁
寧
に
、は
ね
て
い
ま
す
。

【
三
次
も
の
の
け
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
館
】

　

三
次
市
に
、
日
本
初
の
「
妖

怪
博
物
館
」
が
開
館
。
三
次

市
が
舞
台
と
な
っ
た
妖
怪
物
語

〈
稲
生
物
怪
録
〉
と
、
約
５

千
点
の
「
妖
怪
コ
レ
ク
シ
ョン
」

を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。
デ

ジ
タ
ル
ア
ミ
ュー
ズ
メ
ン
ト「
チ
ー

ム
ラ
ボ
妖
怪
遊
園
地
」
も
あ

り
、
妖
怪
の
存
在
を
よ
り
身

近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

４
月
26
日
㈮
午
前
９
時
半
開
館

三
次
市
三
次
町
１
６
９
１
番
地
４

大
人
600
円
、高・大
学
生
400

円
、小・中
学
生
200
円

駐
周
辺
施
設
の
臨
時
駐
車
場

三
次
市
政
策
部
三
次
地
区

拠
点
施
設
開
設
準
備
担
当

０
８
２
４
‐
62
‐
６
１
５
８

　

ト
カ
ゲ
や
カ
ナ
ヘ
ビ
の
名
は

総
称
で
、
そ
れ
ぞ
れ
多
く
の
仲

間
が
い
ま
す
。
広
島
県
に
は
、

ニ
ホ
ン
ト
カ
ゲ
と
ニ
ホ
ン
カ
ナ

ヘ
ビ
が
広
く
分
布
し
、
熊
野
町

で
も
全
域
に
生
育
し
て
い
ま
す
。

　

ニ
ホ
ン
カ
ナ
ヘ
ビ
は
細
く
ス

マ
ー
ト
な
体
形
で
、
尾
が
全
長

の
２
／
３
ほ
ど
と
長
い
の
が
特

徴
で
す
。
体
の
鱗
は
光
沢
が
な

く
、
隆
起
が
あ
っ
て
が
さ
が
さ

し
て
い
ま
す
。
ニ
ホ
ン
ト
カ
ゲ

の
鱗
は
光
沢
が
あ
り
滑
ら
か
で
、

幼
体
の
尾
は
青
く
目
立
ち
ま
す
。

ト
カ
ゲ
の
し
っ
ぽ
切
り
は
、

「
自じ
せ
つ切
」
と
言
い
自
分
で
切
り

離
し
て
い
ま
す
。
切
ら
れ
た
尾

は
激
し
く
動
き
ま
す
。
敵
の
注

意
を
尾
に
引
き
付
け
、
そ
の
隙

（355）
ニホンカナヘビ

（カナヘビ科）

に
逃
げ
る
作
戦
で
す
。

尾
は
再
生
し
ま
す
が
、

骨
は
再
生
し
ま
せ
ん
。

　

カ
ナ
ヘ
ビ
や
ヤ
モ

リ
な
ど
も
尾
の
「
自

切
」
を
行
い
ま
す
。

　

カ
ナ
ヘ
ビ
の
名
は
、

体
の
色
が
褐
色
で
尾

が
長
い
の
で
、
か
な

（
金
属
）
色
を
し
た

蛇
と
い
う
説
や
、
蛇
の
よ
う
に

細
長
い
が
、
可
愛
い
の
で
愛か
な
へ
び蛇

と
い
う
説
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

北
海
道
～
九
州
の
低
地
～
山

地
に
分
布
し
庭
先
で
も
普
通
に

見
ら
れ
ま
す
。
全
長
16
～
25
㎝
。

春
～
夏
に
か
け
て
、
１
匹
の
雌

が
１
回
に
平
均
４
個
の
卵
を
３

回
ほ
ど
土
の
窪
み
な
ど
に
産
み

ま
す
。
卵
は
白
色
で
長
さ
10
～

13
㎜
。
約
２
カ
月
で
孵
化
し
ま

す
。
孵
化
直
後
の
幼
体
の
全
長

は
５
～
７
㎝
。
ほ
ぼ
１
年
で
成

熟
し
ま
す
。
昼
間
活
動
し
、
草

の
上
も
巧
み
に
移
動
し
て
、
昆

虫
や
ク
モ
な
ど
を
食
べ
ま
す
。

11
月
頃
～
土
中
で
越
冬
し
ま
す
。

【
写
真
・
文
】

　

緑
花
文
化
士　

冨
沢
由
美
子

熊
野
町
観
光
大
使
ふ
で
り
ん
　
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

LI
N
E

fa
ce
bo
ok

（地域振興課）


